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１．平成30年３月期第３四半期の業績（平成29年４月１日～平成29年12月31日）

（１）経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年３月期第３四半期 6,928 6.9 533 △42.4 539 △42.0 384 △42.6

29年３月期第３四半期 6,478 9.3 925 △3.0 930 △2.6 670 20.1
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

30年３月期第３四半期 13.01 ―

29年３月期第３四半期 22.62 ―
　

　

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

30年３月期第３四半期 10,637 9,441 88.8

29年３月期 10,830 9,561 88.3
(参考) 自己資本 30年３月期第３四半期 9,441百万円 29年３月期 9,561百万円
　

　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年３月期 ― 9.00 ― 9.00 18.00

30年３月期 ― 9.00 ―

30年３月期(予想) 9.00 18.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ：無
　　

　

３．平成30年３月期の業績予想（平成29年４月１日～平成30年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 10,000 13.6 1,000 △23.5 1,000 △23.9 700 △26.4 23.66
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ：無
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※ 注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
　

　

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

　② ①以外の会計方針の変更 ： 無

　③ 会計上の見積りの変更 ： 無

　④ 修正再表示 ： 無
　

　

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 30年３月期３Ｑ 32,000,000株 29年３月期 32,000,000株

② 期末自己株式数 30年３月期３Ｑ 2,418,579株 29年３月期 2,418,579株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年３月期３Ｑ 29,581,421株 29年３月期３Ｑ 29,641,421株
　

　

※ 四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
（将来に関する記述等についてのご注意）
　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

（金額の表示単位の変更）
　当社の四半期財務諸表に掲記される科目その他の事項の金額については、従来、千円単位で記載しておりました
が、第１四半期会計期間及び第１四半期累計期間より百万円単位で記載することに変更いたしました。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

業界の動向

ＩＳＰ（インターネット・サービス・プロバイダー）業界におきましては、2017年９月末のＦＴＴＨ（光ファイ

バー）の利用者が、2017年６月末に比べて22万契約増の2,992万契約に達するなど、ＦＴＴＨの利用者増が続いてお

ります。また、動画配信サービスの充実や通信デバイスの普及などによって、日本のブロードバンドの通信トラフ

ィック量は引き続き増大しております。

インターネット接続サービスの状況

当社は、2017年３月にＮＴＴのフレッツ網（ＮＧＮ）と直接つながり、シンプルにインターネット接続ができる

ネイティブ方式でのネットワークを構築いたしました。当事業年度は、このネットワークを活用したIPv6接続サー

ビスを対象となる会員様に積極的に推奨するとともに、他事業者に対する帯域による接続サービス提供の営業活動

も促進しました。

　当社は、ブロードバンド情報サイト「ＲＢＢ ＴＯＤＡＹ」が主催する顧客満足度の高いサービスを選出する「ブ

ロードバンドアワード2017 プロバイダ部門【総合】」において４年連続で最優秀賞を受賞いたしました。今後もネ

ットワーク通信品質の維持・向上を図り、より高品質なインターネットサービスの提供に努めてまいります。

　2017年12月末のASAHIネット会員数は594千ＩＤ（前年同期末比１千ＩＤ増）となりました。特定の案件における

事業者との提携解消で退会が増加しましたが、法人顧客やマンション全戸加入プランでの入会が好調に推移してお

ります。

教育支援サービスの状況

教育支援サービス「manaba」（マナバ）においては、2017年12月末の契約ＩＤ数は619千ＩＤ（前年同期末比73千

ＩＤ増）となりました。第３四半期には相模女子大学に全学導入したことで、2017年12月末の全学導入校は79校

（前年同期末比８校増）となりました。

収益の状況

「AsahiNet光」などの拡販により、売上高は順調に増加しております。ネットワーク構築に伴う通信費や償却費

の増加などによって営業利益は減益となりました。ネイティブ方式のネットワーク構築によって実現した、より高

い通信品質を活かした拡販施策やコスト削減などの実施により、経営効率の向上に努めてまいります。

　以上の結果、当第３四半期累計期間の売上高は6,928百万円（前年同期比6.9％増）、営業利益は533百万円（同

42.4％減）、経常利益は539百万円（同42.0％減）、四半期純利益は384百万円（同42.6％減）となりました。

（２）財政状態に関する説明

　 当第３四半期会計期間末における資産、負債及び純資産の状況は以下のとおりであります。

　 （資産）

　当第３四半期会計期間末の流動資産合計は7,973百万円(前事業年度末比329百万円減)となりました。また、固定

資産合計は2,664百万円(同137百万円増)となりました。

　以上の結果、当第３四半期会計期間末の資産合計は10,637百万円(同192百万円減)となりました。

　 （負債）

　 当第３四半期会計期間末の流動負債合計は1,195百万円(同72百万円減)となりました。

　 以上の結果、当第３四半期会計期間末の負債合計は1,196百万円(同72百万円減)となりました。

　 （純資産）

　 当第３四半期会計期間末の純資産合計は9,441百万円(同120百万円減)となりました。

　 以上の結果、自己資本比率は88.8％となりました。
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（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

　 業績予想につきましては、平成29年５月10日に公表した業績予想から修正は行っておりません。
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

(単位：百万円)

前事業年度
(平成29年３月31日)

当第３四半期会計期間
(平成29年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,224 3,948

売掛金 1,600 1,644

有価証券 2,200 2,200

貯蔵品 153 26

未収還付法人税等 ― 22

その他 154 149

貸倒引当金 △29 △18

流動資産合計 8,302 7,973

固定資産

有形固定資産 1,081 1,107

無形固定資産 293 314

投資その他の資産

投資その他の資産 1,368 1,458

貸倒引当金 △216 △216

投資その他の資産合計 1,152 1,242

固定資産合計 2,527 2,664

資産合計 10,830 10,637

負債の部

流動負債

買掛金 471 507

未払金 422 503

未払法人税等 301 ―

その他 72 184

流動負債合計 1,267 1,195

固定負債 1 1

負債合計 1,268 1,196

純資産の部

株主資本

資本金 630 630

資本剰余金 780 780

利益剰余金 9,080 8,932

自己株式 △1,027 △1,027

株主資本合計 9,463 9,316

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 97 125

評価・換算差額等合計 97 125

純資産合計 9,561 9,441

負債純資産合計 10,830 10,637
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（２）四半期損益計算書

第３四半期累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

売上高 6,478 6,928

売上原価 4,231 5,083

売上総利益 2,247 1,845

販売費及び一般管理費 1,321 1,311

営業利益 925 533

営業外収益

受取配当金 1 2

不動産賃貸料 3 3

その他 2 1

営業外収益合計 7 7

営業外費用

不動産賃貸費用 0 0

自己株式取得費用 1 ―

その他 0 0

営業外費用合計 2 0

経常利益 930 539

特別損失

固定資産除却損 2 ―

特別損失合計 2 ―

税引前四半期純利益 927 539

法人税等 256 154

四半期純利益 670 384
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第３四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後

の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。
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